
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スクリーニング A スクリーニング B
低群① 中群① 高群① 低群② 高群②
度数 352 1576 373 2116 185
割合（％） 15.30％ 68.49％ 16.21％ 91.96％ 8.04％
スクリーニング A スクリーニング B
低群① 中群① 高群① F 値 有意確率 低群② 高群② t 値 有意確率平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
体の調子全般 1.20 1.38 3.82 2.07 6.22 1.94 596.13 ＊＊ 3.55 2.29 6.72 1.77 -22.78 ＊＊
食と排泄 1.32 1.25 2.83 1.66 4.53 1.84 351.83 ＊＊ 2.70 1.76 4.83 1.95 -15.59 ＊＊
睡眠 0.49 0.92 1.98 0.81 4.44 2.17 473.14 ＊＊ 1.89 1.88 5.18 2.12 -20.40 ＊＊
漠然とした不安・心配 0.52 0.91 2.67 2.10 6.28 2.34 785.94 ＊＊ 2.55 2.31 7.17 1.99 -29.85 ＊＊
家庭生活 1.06 1.08 2.47 1.79 5.02 2.17 483.90 ＊＊ 2.39 1.88 5.76 2.14 -20.70 ＊＊
学校生活 1.21 1.19 3.12 1.95 5.38 2.16 443.05 ＊＊ 2.96 2.07 5.86 2.21 -18.14 ＊＊
友人関係 0.50 0.80 1.85 1.69 4.76 2.35 617.44 ＊＊ 1.82 1.83 5.53 2.28 -21.54 ＊＊
生活全般 0.86 1.16 2.35 1.95 4.66 2.21 377.90 ＊＊ 2.26 2.02 5.25 2.21 -19.17 ＊＊
総合点 7.16 2.54 21.09 6.25 41.29 6.54 3137.09 ＊＊ 20.13 9.08 46.30 5.76 -56.04 ＊＊
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対象者の割合について、低群②は約90％、高
群②は10％未満であった。一方で、低群①と高
群①は約15%、中群①は約70%であり、理論値
にほぼ同じ結果となった。また、各群の特徴と
して、低群①は【睡眠】【漠然とした不安・心
配】【友人関係】が他のカテゴリーに比べて低
い傾向にあるのに対して、高群②では【睡眠】
【友人関係】は平均的であり、【漠然とした不安・
心配】が高い傾向にあることが分かった。また、
中群①は低群②と、高群①は高群②と似通った
傾向を示している。しかし、高群②は高群①よ
りも全体的に得点が高い傾向が見られた。
これらのことから、高群①と高群②はプロ
フィールの特徴は類似していたが、高群②は高
群①よりも高ストレスな状態のものを抽出して
いることが分かった。従来の40点という基準は、
高ストレス状態の中でも特に絞り込んだものを
抽出していたことが分かった。また、【睡眠】【漠
然とした不安・心配】【友人関係】は他のカテ
ゴリーよりも低ストレス状態と高ストレス状態
で差が顕著であり、８つのカテゴリーの中でも
より重要なカテゴリーであるという可能性が示
唆された。
次に、各群のカテゴリーごとの違いについて
検討するため、群ごとの各カテゴリーと総合点
の平均値から分析を行った。
スクリーニングAにおける各カテゴリーと総
合点ついて一元配置の分散分析を行ったとこ
ろ、８つのカテゴリーと総合点の全てで１％水
準で有意な差が認められた。そのため、各群の
差の特徴を検討するために、多重比較を行った
ところ、８つのカテゴリーと総合点の全てで、
高群①、中群①、低群①の順で有意に高いこと
が認められた。
ついで、スクリーニングBにおける各カテゴ
リーと総合点ついて対応のないｔ検定を行った
ところ、８つのカテゴリーと総合点の全てで高
群②は低群②よりも１％水準で有意に高いこと
が認められた。
つまり、いずれの基準による群分けでも、８
つのカテゴリーと総合点の全てで有意な差が認
められた。
Ⅳ　８カテゴリーの妥当性検討
ストレスチェックの40スケールについて検討
を行い、カテゴリーを修正した結果、新たに５
つのカテゴリーが抽出された。カテゴリー【身
体症状】は、「あたまがいたくなることがある」、
「疲れやだるさを感じる」等の身体症状を表し
ている。カテゴリー【睡眠】は、「夜中に目が
さめることがある」、「心配なことがあってよく
ねむれない」等の睡眠に関する内容を表してい
る。カテゴリー【感情反応】は、「いらいらす
る」、「友達に嫌われているような気がする」等
の感情反応を表している。カテゴリー【対人関
係】は、「教室でひとりぼっちでいることが多
が高い傾向が見られた。また、【体の調子
全般】【漠然とした不安】については、学
年が上がるごとにストレス得点がゆるやか
に高くなる傾向が見られた。
　この結果からは、全体的に学年を経るご
とにストレス得点は上がっていくが、特に
3年生が他の学年に比べてストレス得点が
高くなる傾向があることが示唆された。そ
して、3年生を契機に【食と排せつ】と
いった反応が多くなったり、【家庭生活】
【学校生活】【友人関係】【生活全般】に
関連するストレスが高まったりする可能性
が考えられる。
３　理論値によるスクリーニングと経験知
によるスクリーニングの比較
前述したように、34点を高ストレスの基
準とし、10点を低ストレスの基準として採
用できる可能性が示唆されたので、理論値
に基づくスクリーニング（34点と10点を基
準点とする）をスクリーニングＡ、経験知
に基づくスクリーニング（40点を基準点と
する）をスクリーニングＢとして、比較検
討を試みた。（注：Ｂでは、スクールカウ
ンセラーはスクリーニングされた生徒およ
びスクールカウンセラーに会いたいという
項目に丸をつけた生徒に「手紙」を書き、
個別面接をしている。）
その結果、Ａについて、総合点が10点以
下の対象者を低群①、11点～33点の対象者
を中群①、34点以上の対象者を高群①の3
つの群に分け、Ｂについて、総合点が39点
以下の対象者を低群②、40点以上の対象者
を高群②とした。各群について統計的な処
理を行い（表？、表？）、それぞれの特徴
を見るためにプロフィールを作成した 
(図？、図？)。
対象者の割合について、低群②は約
90％、高群②は10％未満であった。一方
で、低群①と高群①は約15%、中群①は約
70%であり、理論値にほぼ同じ結果となっ
た。また、各群の特徴として、低群①は
【睡眠】【漠然とした不安・心配】【友人
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図５　スクリーニングAによる各群のストレス内容の傾向
図６　スクリーニングBによる各群のストレス内容の傾向
低群①
中群①
高群①
低群②
高群②
「ストレスチェック」による中学生のこころの揺れの実態把握とスクールカウンセラーによるその活用
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い」、「家族のことで心配なことがある」等の学
校、家庭に関しての対人関係を表している。カ
テゴリー【活動性】は、「目標をもって生活し
ている」（逆転項目）、「毎日の生活が楽しい」（逆
転項目）等の活動性についての内容を表している。
新たに抽出された５つのカテゴリーについ
て、各カテゴリーの平均値を算出し、これを各
カテゴリーのストレス得点とした。なお、各カ
テゴリーのストレス得点の最小値は０、最大値
は２であった。
そして、各カテゴリーの特徴を見るために、
各カテゴリーの平均値と標準偏差を算出した
（表７）。
＜性別比較＞
性別プロフィールを作成したものが図７に示
されている。これによれば男子のほうが女子よ
りも高得点を示し、より強いストレスを受けて
いるというカテゴリーは【対人関係】、女子の
ほうが男子よりも高得点を示し、より強いスト
レスを受けているのは、【身体症状】【睡眠】【感
情反応】であった。
＜学年別比較＞
学年別プロフィールが図８に示されている。
これによれば、１年生が２、３年に比べてスト
レスが強い傾向が見られたカテゴリーが【睡眠】
であった。学年が上がるにつれてストレスが強
くなる傾向が【身体症状】【感情反応】【活動性】
のカテゴリーにおいて認められた。
＜総合点による傾向＞
総合点についてプロフィールを作成したもの
が図９である。総合点によって検討すると、【対
人関係】での得点が最も高く、対人関係におけ
るストレスが最も強いことがわかった。次いで
【身体症状】【感情反応】が高く、【睡眠】が最
も低いという傾向が認められた。
図７　男女の各カテゴリーの比較
図８　学年別の各カテゴリーの比較
図９　各カテゴリーの傾向
この傾向はスクリーニングＡとスクリーニン
グＢによる優位差はなく、むしろほぼおなじ結
果を得たといえる。このことは理論値によるス
クリーニングの基準ではなく、経験的に約10
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る。これ よれば、１年生が２，３年に比
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向が認められた。
　
この傾向はスクリーニングＡとスクリーニ
ングＢによる優位差はなく、むしろほぼお
なじ結果を得たといえる。このことは理論
値によるスクリーニングの基準ではなく、
経験的に約１０パーセントのものをスク
リーニングするという経験値によるスク
リーニングＢの方法の信頼性が示されたと
いえるであろう。
＜各カテゴリー間の相関関係＞
各カテゴリー間における相関係数を算出
した（表？）。その結果、【身体症状】と
【感情反応】、【睡眠】と【感情反応】、
【身体症状】と【睡眠】、【対人関係】と
【活動性】においてやや強い正の相関が認
められた。つまり、【身体症状】【睡眠】
【感情反応】の3つのカテゴリーが1つのま
とまりとして、また、【対人関係】【活動
性】の2つのカテゴリーが1つのまとまりと
して得点が推移していることが示唆され
た。
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表７　各カテゴリーの平均値と標準偏差
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パーセントのものをスクリーニングするという
経験知によるスクリーニングＢの方法の信頼性
が示されたといえるであろう。
＜各カテゴリー間の相関関係＞
各カテゴリー間における相関係数を算出した
（表８）。その結果、【身体症状】と【感情反応】、
【睡眠】と【感情反応】、【身体症状】と【睡眠】、【対
人関係】と【活動性】においてやや強い正の相
関が認められた。つまり、【身体症状】【睡眠】【感
情反応】の３つのカテゴリーが１つのまとまり
として、また、【対人関係】【活動性】の２つの
カテゴリーが１つのまとまりとして得点が推移
していることが示唆された。
表８　各カテゴリー間の相関係数
Ⅵ　スクリーニング結果の活用
１　ストレスチェックの結果を教員との
　　コンサルテーションに活用する
＜事例１＞
ストレスチェックの高得点を示した　Ａくん
Aくんは、１年、２年の時とストレスチェッ
クを実施していたが、得点は高いものの相談へ
は繋がらなかった。当時、得点の高い生徒、“カ
ウンセラーに会ってみたい”に丸が付いている
生徒に手紙を書いて相談室へ話しに来ることを
誘っていたが、Aくんは相談を希望しなかった。
やや高い程度の得点であったこともあり、SC
としても担任に注意を促す程度であった。教員
達からは、普段から特に目立つところもなく、
これといって注目されていない様子であった。
Aくんが３年生になった時に実施したストレ
スチェックで、彼は今までSCが見たこともな
いような高い得点を示していた。彼のこころの
状態が非常に心配で担任や養護教諭と話をして
みると、両者ともにAくんの得点が高いことに
非常に驚いていた。ストレスチェックの結果を
受けて、担任、養護教諭を含め学年の教員で話
し合いを持ったところ、Aくんはここ半年で体
重が激減していたこと、髪が薄くなっていって
いることが明らかになってきた。それまで注意
を向けられてこず気づかれていなかったが、こ
の時初めて教員達はAくんの心身の状態や、生
活の状況を確認することになった。その後、担
任から本人に話を聞いてみると両親が離婚調停
中で揉めていることがわかった。SCと学年の
教員達で話し合い、担任がAくんの状態を母親
に伝えることにした。母親もそこで初めてAく
んの高いストレスに気づき、しっかりと目を向
けることを促されて、医療機関へ体調面も含め
受診することとなった。
それから、Aくんは担任にポツポツと家庭の
様子を話すようになり、状態は安定している。
相談室に話しに来ることを誘うと、「今そこま
で話してしまうと、抑えていたものが溢れ出し
て壊れてしましそうで怖い。話せるようになっ
たら行きたい。」と話しており、見守りながら
時期を待つこととした。
コメント：この中学では、ストレスチェックを
毎年実施し、スクールカウンセラーが教員のコ
ンサルテーションに生かした活動を実施してい
る。このケースは、チェックリストを実施する
ことによって日常生活では気づかない生徒の内
面的変化やストレスの存在に気付くことができ
るという有効性が実証されたこと、担任をはじ
めとする教員の活動をスクールカウンセラーが
うまくコーディネートでき、臨床心理学的な対
応ができたよい事例である。
学年別プロフィールが図？に示されてい
る。これによれば、１年生が２，３年に比
べてストレスが強い傾向が見られたカテゴ
リーが【睡眠】であった。学年が上がるに
つれてストレスが強くなる傾向が【身体症
状】【感情反応】【活動性】のカテゴリー
において認められた。
＜総合点による傾向＞
総合点についてプロフィールを作成した
ものが図？である。総合点によって検討す
ると、【対人関係】での得点が最も高く、
対人関係におけるストレスが最も強いこと
がわかった。次いで【身体症状】【感情反
応】が高く、【睡眠】が最も低いという傾
向が認められた。
　
この傾向はスクリーニングＡとスクリーニ
ングＢによる優位差はなく、むしろほぼお
なじ結果を得たといえる。このことは理論
値によるスクリーニングの基準ではなく、
経験的に約１０パーセントのものをスク
リーニングするという経験値によるスク
リーニングＢの方法の信頼性が示されたと
いえるであろう。
＜各カテゴリー間の相関関係＞
各カテゴリー間における相関係数を算出
した（表？）。その結果、【身体症状】と
【感情反応】、【睡眠】と【感情反応】、
【身体症状】と【睡眠】、【対人関係】と
【活動性】においてやや強い正の相関が認
められた。つまり、【身体症状】【睡眠】
【感情反応】の3つのカテゴリーが1つのま
とまりとして、また、【対人関係】【活動
性】の2つのカテゴリーが1つのまとまりと
して得点が推移していることが示唆され
た。
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＜事例２＞
ストレスチェックで低得点を示した　Ｂくん
全校生徒にストレスチェックテストを実施
後、その結果を元に各担任の先生方との面談の
時間をいただいた。
Bくんの担任の先生はクラスの得点表一覧を
見ながら、主に得点の高い生徒の普段の様子や
家庭状況を具体的にお話しされていた。数値と
して出てきた結果をきっかけとして、あらため
て一人一人を実際の姿を振り返るように語られ
る。しかし、『SCに一度会ってもらいたい』のは、
総合点が平均よりもかなり低く、回答上も何も
ひっかかるところがなかったBくんであった。
Bくんについて。『う～ん、つかめないとい
うか。いいかげんというか（笑）。何か注意し
ても入っているんだかいないんだか…。同級生
によくちょっかい出してトラブルになるし』。
担任の先生はそうBくんについて語りはじめる
と、さじを投げたようにのびをする。点数が低
かったことは、『まあ自覚をしてないんでしょ
うねえ（笑）』。Bくんは３年前から継父と実母
と３人での暮らしがはじまった。２年前に弟が
生まれている。『現在の家庭環境で目立ったス
トレスは感じられないんですけど…』。
その後の担任の先生の声かけで、BくんとSC
がカウンセラー室で一度面談をし、その次から
は昼休みに同級生とともに来室するようにな
る。
Bくんはトランプゲームを同級生とすること
が多いが、自分の思い通りならないことがある
と露骨に不機嫌になることが多かった。また、
ある昼休みには、カウンセラー室にある箱庭の
アイテムが並べられている棚から、手当たり次
第にアイテムを選び、次々と箱庭の砂の上に投
げ入れることがあった（火山、家、木…）。東
京タワーのアイテムはとがった方を下にして砂
に深くざくざくと突き刺された。SCはその激
しさに圧倒されつつも見守った。
そのようなアグレッシブな面をみせる一方
で、SCの手を握ってくることも出てきた。
新学期が２ヶ月ほど過ぎた10月のある放課
後。自由来室の時間にBくんは一人でやってき
た。
BくんはSCとトランプや将棋を楽しんだ後、
「なんか他にすることないかなー」と言いなが
ら部屋をうろうろとし、ソファの上に座ってい
る猿のぬいぐるみを手に取る。すると、それ
をおもむろに床に投げつける。「おりゃー」と
掛け声を挙げながら、蹴りあげ、締めあげる。
SCはBくんの表情が気迫のようなものを持ちは
じめているのを感じ、Bくんに確認した上でカ
ウンセラー室の入口に“相談中”の札をかける。
Bくんの猿への攻撃はどんどん激しくなる。SC
もその攻撃に合わせ＜痛い、痛い＞＜あっー＞。
最後にはBくんは机の引き出しを開け、猿をそ
の中に放り込む。「これ焼却炉。ゴッー」＜熱
いよぉ…。…＞。沈黙の時間が流れる。
Bくんは猿を引き出しから取り出し、手に
持ったまま床に寝転がる。「…先生、疲れた。
ちょっと寝てもいい？」。目は閉じるも眠った
様子はなく、程なくして「…寝れない」と目を
開ける。ごろ寝して猿にプロレス技をかけなが
ら、ソファに座っているSCに継父の話（どう
いう漫画を持っているか）をする。
「あっ！」。ぬいぐるみの足が取れ中身が出て
きている。「どうしよう？直さなあかん」。二人
で相談し、今直すことにする。SCは急いで事
務室から裁縫セットを借りてくる。BくんはSC
から針と糸を受け取り、何も言わず取れた足を
胴体に縫いつけはじめる。粗い縫い目ではある
が、しっかりと糸が縫いつけられていく。その
真剣な表情にSCは黙って気をかけながら、足
りなくなった時のための糸を準備する。迫る下
校時間。のこり５分で「できたー！」＜ありが
とう。足が取れる前より丈夫になったよ＞。
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Bくんは自分のバッグを持ちそのまま部屋を
出ると思いきや、箱庭の前でふと立ち止まる。
すると大きなトラとワニを砂に埋めて、その砂
山の上に東京タワーをとがった方を下にして突
き刺した後、その向きを逆に変えて置く（お墓
のように見える）。「昼休み、トラとワニに女子
がびっくりしてたな（笑）」（その日の昼休み
に、最初に来室したBくんがトラとワニを砂の
中に埋めてから、他のアイテムを次々に投げ入
れる。その状態にところに女子生徒が箱庭で遊
びはじめ、砂に埋められていたトラとワニを見
つけて驚くということがあった）。そう言葉を
残し、下校時間に遅れないように急いで帰って
行った。
その後のBくんの様子を担任の先生に尋ね
ると、『…そういえば、一学期に比べて友達に
ちょっかいをかけることが少なくなったし、家
庭のストレスを感じているような話も聞かない
です。落ち着いた気がします』。生徒指導の上
でも名前が挙がることはなくなった。
コメント：担任が気がかりな感じを持ちつつも
目立つ問題行動が出なければなかなか心のケア
を受けることは難しい。ましてストレスがない
かのごとく低得点を示す場合はなおさらであ
る。しかし、気がかりであった担任によってカ
ウンセリングの機会を得、専門的な対応によっ
てストレスの解消ができたことはラッキーで
あった。異常な低得点は自己防衛のなせる業で
あることを知っておくことも重要であることが
実証された事例である。
＜事例３＞
ストレスチェックの高得点者としてスクリーニン
グされた　Ｃくん
Ｃくん中２時にSCとして中学校に赴任し、
その年の７月に１回目のストレスチェックを行
う。Ｃくんの得点は非常に高く、カウンセラー
と会うことは希望していなかった。得点が高
いかったので、SCからＣくんに手紙を出すと、
Ｃくんはにこにこして来室する。体格は中学２
年生くらいだが、あどけなさ、幼さが強く残っ
ていることを感じる。Ｃくんはにこにこしなが
ら、「弟がゲームのデータを消したのでストレ
スを感じました」と、日々の中で感じるストレ
スについて話をポツポツと話をして帰ってい
く。
会話のつながりにくさ、微妙な距離感等から
何らかの発達の偏りがあるようにも感じたが、
継続して会っていく緊急性を感じず、担任とＣ
くんの印象について話しておくくらいにとどめ
ておいた。
後日、Ｃくんの母親からSCに電話があり、「SC
と会ったと嬉しそうに話していたが、何かよく
ないことがあったのか」等、電話口からは母親
の不安が伝わってくる。SCがストレスは適度
に付き合う方がよく、付き合い方についてＣく
んと話をしたかったと伝えると落ち着かれ、そ
の後電話がかかってくることはなかった。担任
によると、母親は雷がなると心配して学校に電
話をかけてくるくらい過保護にしている面があ
るとのこと。また、担任はDくんに関して、学
力に問題はないが友人との関係の取りにくさ
が気になっていたとのこと。SCからは、現在、
特に困っていることはないようだが幼さや偏り
は気になり、何か気になることが出てきたら話
をしたいと担任に伝える。その年度は、廊下で
Ｃくんとたまに話したり、挨拶を交わす程度の
関わりであった。
次の年度、Ｃくん中学３年の７月に再度全校
生対象にストレスチェックを行ったが、Dくん
の得点は昨年度に比べて低得点でスクリーニン
グの対象ではなかったが、カウンセラーに会う
ことを希望しており、SCから手紙をかき、Ｃ
くんと会うことにした。
Ｃくんは、「話題が周りと合わない。合わせ
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たほうがいいのか？」とSCに訴える。母親には、
不安をあおらないよう、SCとＣくんが相談で
はなく話をしていくことを担任から伝える。そ
れから、毎週継続して（30分くらい、予定が合
わない時は、休憩時間）卒業まで、Ｃくんの好
きなゲームの話を中心にしていく中で、兄弟葛
藤、周囲との違い、高校進学への不安も語られ
ていく。Ｃくんはなかなか周囲と話題を合わす
ことはできないままであったが、周囲に合わす
ことよりも、これから自分に合う人を探してい
こうとSCと話していくようになる。高校受験
の結果、希望校に合格した。SCから、周囲と
うまくいかない時は高校のSCをたずねるよう
にと伝えた。
担任とSCは、母親にＣくんの何らかの偏り
の強さを伝えるべきか否か考えたが、母親の不
安をあおる可能性が強く、Ｃくんの中の成長し
つつある、人と繋がる力に期待して待つのがい
いのではないかというコンセンサスに達し、こ
ちらから指示をせず、見守ることにした。
コメント：われわれは、ストレスチェック項目
の得点のいかんに関わらず、「カウンセラーに
会いたい」と意思表示した生徒に対しては十分
な配慮をするという方針をとっている。その趣
旨は、相談とは本来、自主的来談を旨とするが、
思春期の生徒たちが自主的に来談することには
抵抗感が強く、よほどのことでないかぎり、非
常にまれなことである。悩みを抱えながら、断
絶した人間関係のなかで生きているために、あ
るいはカウンセラーに相談することを躊躇して
いる事例は非常に多く、極端な場合には、気づ
かれることなく自死に至ったり、事件が起こっ
てしまう事例が後を絶たない。このような事態
に至る前になんとかするには、彼らの相談抵抗
を少なくして、早期に対処する「予防的視点」
を重視した相談システムを構築することが非常
に重要なことであろう。
Ｃくんもひと押しされて相談に来ることがで
き、友人関係、母との関係を考えるきっかけと
なった。SCと担任がＣくんのことについてコ
ンサルテーションを有効に進められたことの効
果が大きく、コンサルテーションの意義につい
て学ぶことのできるケースである。
＜事例＞　
カウンセラーとの面接を希望した　Ｄくん
７月に実施したストレスチェックにおいて、
Ｄくんのストレス得点は平均的な数値であった
が、Dくんは面接を希望。夏休み明けの９月に
SCより面接希望者に手紙を宛てたところ、再
度Ｄくんから面接を希望する返事が得られた。
しかし、Ｄくんは単独での面接にためらいを示
したため、コーディネーターの養護教諭により
同級生のＸくんと一緒の面接が設定された。
放課後にＸくんとともに来室。二人とも初対
面のSCに対して縮こまっていた。ＤくんはＸ
くんに「お前から話せよ」とＸくんの肩をつっ
つきながら命令口調で言うなど、Ｘくんに対し
て指示的な態度をとっていた。場を和ませるた
めに、SCが相談室を紹介しながら、３人での
ゲームを提案。３人でゲームをやる中で徐々に
二人の緊張が解け、口数が増えてきた。そし
て、Ｄくんは来談の理由として「クラスでいじ
められている」と明かした。Ｄくんはクラスの
特定のグループから頻繁にちょっかいを出され
ていて、それが苦痛であると訴え、Ｘくんもそ
のことには同意。しかし、次第に昂ぶってきた
のか、Ｄくんの語気はどんどん強くなり、次々
に同級生の名前をいじめの加害者として上げて
いった。そして、隣に座っているＸくんに対し
ても「お前もやったろ」と糾弾。糾弾されたＸ
くんは戸惑いつつも否定。その後、二人の水の
掛け論になった。
Ｄくんの「いじめ」という訴えとストレス
チェックでの平均的な得点が噛み合わず、違和
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感を覚えた。幼さが強く残っていて、場をコン
トロールしようとしている様子が、Ｄくんに対
する指示的な態度から窺えた。しかし、それに
足る力はなく、そうした齟齬が対人関係におい
て不満を生じ、結果、自己ではなく他者に責任
を押し付ける、被害的な感情に結びついている
ように思えた。
初回面接後、Ｄの担任と話し合ったところ、
担任はこうしたＤくんの対人関係での不満や苦
痛についての訴えを聞いているものの、むしろ、
Ｄくんの低学力や欠席・遅刻の多さを問題視し
ていた。そのため、Ｄくんはさらに周囲の人々
に対して不満を強くしているよう。Ｄくんが安
定して過ごせる「場所」として、今後必要があ
れば相談室を活用することをSCから担任に提
案した。
初回面接の１ヶ月後、養護教諭の働きかけか
ら再度Ｄくんと面接。今度は一人で来室したＤ
くんと、再びUNOをしながら話をした。Ｄく
んは再びクラスでの対人関係の不満を「いじめ」
という表現で訴えた。話の広がりのなさや周囲
と噛み合わない様子から、学校でのＤくんの不
安定さが窺えた。確かな支えを感じることでＤ
くんの安定につながると考え、SCから定期的
な面接を提案。Ｄくんも継続を希望したため、
その場で次回の予定票を作成し、Ｄくんに手渡
した。
以降、SCの来校日の放課後に面接を行った。
UNOやトランプなどのカードゲームをやりな
がらの会話が中心。ゲームでは、Ｄくんは勝ち
負けよりも、SCとのやり取りを楽しんでいる
よう。愚直とも思えるストレートな勝負を仕掛
けてくるＤくんに好ましさを覚えた。また、面
接をつづけていく中で、クラスでの不満以外に
も、家族の話や趣味のカードゲームの自慢話な
ども出てくるようになった。
３学期の中旬になると欠席や遅刻はほとんど
なくなり、同級生と一緒に下校する姿も見られ
た。担任の教師によると、教室でも落ち着いて
過ごしているとのこと。
学年末にSCの異動もあり、来年度について
尋ねると、Ｄくんは「別に必要ない」「１年が
終わったら、終わりにする」と。Ｄくん自身が
クラスの対人関係の中に居場所を見付けること
ができたとSCも感じたので、年度の終わりと
ともに終結とした。
コメント：スクールカウンセリングでの対応は
クリニックにおける面接とはかなり異なるもの
であることをよく知ったうえでなされているこ
とが読み取れる。心理臨床のエッセンスを外す
ことなく、日常と非日常が交錯する場において
生徒の自我レベルをよく読んで、プレイセラ
ピー的対応が取れれば、こんなに変化し、発達
が促されることが示されているケースである。
家族の話や内的な話の深さに下手な介入をせ
ずに聴き入ることの威力をSCがもう一度学び
とることを教えてくれる。
＜事例５＞
総合点が高く、面接を希望したストレスの
高い　Ｅさん
中学３年生、女子生徒のＥさんは、２学期終
盤に校内で実施したストレスチェックで総合点
が非常に高く、中でも【体の調子全般】【漠然
とした不安・心配】【家庭生活】の項目がそれ
ぞれ目立って高い結果であった。また、これに
伴う面接希望が出され、このテストを切っ掛け
に面接を行なう機会が持て、以後卒業までのほ
んの数ヶ月ではあるが直接的なかかわりを持つ
ことができた。
面接は、３学期上旬の放課後、20分間行なっ
た。面接では家族の話題が矢継ぎ早に話され、
Ｅさんの家族が抱える問題をＥさんや他の成員
がどう抱えていくか苦慮している様子が窺え
た。また、日常的な生活の不安定さから学校へ
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通うことへのしんどさも語られる。しかし、高
校への進学を契機に生活環境が変わる可能性が
あり、そこに希望を感じている姿も見受けられ
た。溜まりに溜まりきったものを吐き出すよう
な面接の中、終始、濃い紺色の伸縮性の高い素
材でできたクマのぬいぐるみを、揉んだり引っ
張ったりねじったり落ち着きなく触っていたこ
とが印象に残った。なおこの面接の後、本人の
希望をもとに昼休みや放課後の時間帯に自由来
室での対応を行なうことにした。
ストレスチェック以前にも教員とSCの話題
にはＥさんのことは何度か上っていた。内容と
しては〔自分勝手〕で〔我侭〕、〔我慢が足りない〕
と言った声が多く、Ｅさんの努力を引き出そう
と生徒指導的に関わろうとしつつも、その結果
がうまく実っていない現状に疲労感を感じてい
る教員達の姿をSCは感じていた。それらと合
わせて教員からの聞けた問題歴などの情報、ス
トレスチェックの結果や本人面接より、Ｅさん
はストレス度の高い生活を送っていることは容
易に想像できた。しかし、【学校生活】の項目
は比較的数値の低い結果が示されていることに
注目し、学校が少しでもＥさんの生活の中で息
のつける場として機能できないかと考えた。そ
こでSCとしてはＥさんが日常的に高いストレ
スにさらされているであろうことを代弁的に伝
え、そんな中でも比較的学校に対するストレス
度は低いことを上げながら、これまでの教員の
苦労を汲み取りつつ、より支持的にＥさんと関
われる教員の体制を支援した。
その後Ｅさんは昼休みや放課後など数回相談
室への来室があるが、大抵は挨拶程度の来室で
しっかりと話をするような面接の機会は持てな
かった。ただし一度放課後に来室した際、先の
ぬいぐるみを持ち出し、両手、両足、頭を胴体
の中に突っ込み、全体をボールのように丸くパ
ンパンにすることがある。ぬいぐるみの生地の
テンションがパンパンに張って今にもはじけそ
うな状態をSCは心配しながら様子を見ている
と、「パンって破れて中のビーズがバーっとなっ
たことがあってん」と話してくれた。〈今もも
うちょっとでそんな感じやね。…どうする？〉
とのSCからの問いに「そやな～…もうこの子
しかおらへんし、かわいそうやからやめとこ」
と返答し、パンパンになったぬいぐるみを解い
ていくということがあった。
その後は来室のない日が続き、教員からもあ
まりＥさんの話題を耳にする機会は多くなって
いった。卒業式にはＥさんがSCを見付けてく
れて「ちゃんと卒業できました」「高校からは
変われそうな気がする」「頑張ります」と伝え
にきてくれた。
コメント：ストレスチェックの総合点が高く、
日常的にストレスの高い生活を送っていると推
測されるにもかかわらず、学校に関するストレ
スは低いという特徴をアセスメントしながら、
相談室での自由来室の機会をとらえて心理療法
的な関係を築くことによって、Ｅさんのなかに
自発的に人格的な変容が生まれ、卒業式には今
後の見通しが生まれるという、望ましい経過を
体験できたケースである。学校現場でのリエゾ
ン心理臨床活動は、クリニックにおけるそれと
はどのように異なるのかを学べるであろう。
＜事例６＞　
ストレスチェックの実施が再来室のきっかけと
なり、カウンセリング関係を通して成長した　
Ｆくん
Ｆくんが中２の10月、まだ本校ではストレス
チェックが一度も施行されていないときに、担
任が本人の表情が暗かったことを心配しSCを
勧め、来談に至った。Hくんはいつも明るく、
給食の時間に前に出て歌ったりと、SCから見
てもクラスの盛り上げ役のような存在であっ
た。休み時間の自由来室でもよく相談室を訪れ
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ていたが、そこでは他の生徒とSCが話してい
ても、横からSCに話しかけて会話を取ろうと
するなど、独占欲の強さも見受けられた。来談
した際、普段とうって変わった暗いトーンで「心
を許せる友達がいない」と友人関係のしんどさ
を訴えた。しかし翌週の退室時、「まあ、自分
でがんばってみるわ！」と言い残し、以後自由
来室には頻繁に訪れるものの、時間をとって
SCと話をするということはなかった。
それ以後、Ｆくんに変わった様子も見られず、
先生方も特に問題ないだろうと安心していた。
しかし、Ｆくんが中３になり６月に実施したス
トレスチェックにおいて、全体の得点は平均的
だったが、家庭生活の値が高得点だったことか
ら、Ｆくんが家庭でしんどい思いをしている可
能性が考えられた。Ｆくんは「カウンセラーに
会いたい」の質問に丸をつけていたため、こち
らから手紙を出したところ返事があり、時間設
定をして、面接を再開することとなった。
Ｆくんは「母親がムカツク、全然自分のこと
をほめない」と言い、成績や進路に関して母親
と衝突を繰り返している、と不満を語り始めた。
また、以前来談した際語った友人関係の問題も
口にし、その言葉の端々からは、自分の味方は
誰もいない、自分は誰にも理解してもらえない
という思いが溢れ出していた。「自分はほめら
れないまま育った」と語るＦくんからは、強い
承認欲求が感じ取れ、言葉とは裏腹に母親の愛
を求めている様子がSCには感じられた。以後、
本人の希望もあり、今度は継続して会っていく
こととなった。
Ｆくんとのカウンセリングは、オセロや将棋
を対戦しながら話をするという形だったが、対
戦中SCも気付かぬうちにズルをして、気付い
た時には優勢だったSCが窮地に追いやられ負
けるということが繰り返し続いた。自分を強い
存在に見せたがるＦくんの、「ズルしてでも勝
ちたい」という思いをこちらも大切に扱ってい
たが、卒業が近づくにつれＦくんはズルをしな
くとも実力でSCに勝てるようになっていった。
母親やクラスメイトに対しての不満も、徐々に
Ｆくんが自分の中で折り合いをつけれるように
なっていき、母親やクラスメイトのことについ
て語る際の乱暴だった言葉遣いの落ち着きとと
もに、Ｆくんの成長をSCは感じることとなっ
た。
また、ちょうどストレスチェックを実施する
少し前に、Ｆくんの担任から「最近Ｆくんの言
葉遣いが乱暴で…」という相談を受けており、
「怒ってもＦくんは反発するだけだしどうした
らいいのか」と頭を悩ませている様子だった。
SCの方から、＜叱る時は叱り、でもほめてあ
げられる部分は思いっきりほめてあげてみて
は＞と提案したところ、担任もＦくんとの関わ
りの中で、それが必要なことを徐々に感じ取っ
ていった。それに伴い、Ｆくんも担任に対して
人懐っこく接するようになり、教室での言葉遣
いもカウンセリング中と同様に落ち着きを見せ
ていった。
ストレスチェックが再来談に至るきっかけと
なったケースと言えるだろう。
コメント：Ｆくんの場合は内的に深い葛藤や感
情を言語表現することがタイミングよく可能と
なったケースである。
スクールカウンセラーを値踏みし、それに答
えたスクールカウンセラーの間に心理療法的関
係が構築され、成長が促進されたケースである。
スクールカウンセラーとの相性や感受性、タイ
ミングなどがうまくかみ合うとおおきな効果を
もたらすことができることを示したケースであ
る。
ストレスチェックの結果を解釈し、活用する
ことによって、生徒のストレス状態に変化が生
まれるということは、スクールカウンセラーに
とっても教師にとってもまた生徒にとっても支
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援的意義、予防的意義がおおきいものである。
＜事例７＞
人間不信を訴えたかった　Ｇさん
Ｇさんが中２の９月にストレスチェックを
行ったところ、得点は高く、さらにカウンセ
ラーに会いたいに丸をつけていた。当時ストレ
スチェック後のSCの対応は、得点が高く、カ
ウンセラーに会いたいとした生徒、もしくはど
ちらともいえないとした生徒には相談室で話を
しようと手紙を出しており、Ｇさんにも手紙を
書いたところ沈痛な面持ちで来室した。体格は
普通の中２の女子という感じであったが、短髪
に黒いジャージ、パンツルックと服装、髪型と
もにボーイッシュであり、話す言葉もぶっきら
ぼうな感じであった。「人間不信」と言い、部
活での友達の裏切りを語る中で、同年代の子ど
もたちとうまく繋がっていけないしんどさを訴
える。なかなか気持ちをはっきりと言葉で表現
しずらかったり、何か言いたそうだが要領を得
なかったりする様子からは、自我が弱く心の中
がとても混沌として未分化な印象を受けた。「今
までこんなとこまで話したことなかった。」と
言って、その後も来室を重ねるが、Ｇさんにとっ
て面と向かった言葉でのやり取りはしんどいよ
うにも感じていた。
Ｇさんは、１年生の時も友人関係でのしんど
さや、学校生活でのストレスを訴えてはいたが、
学習成績もよく、運動も比較的よくできるため
かなかなか周囲には伝わらず、励ませば頑張れ
る子という扱いで、担任や養護教諭からも深刻
には捉えられてこなかった。
ストレスチェックを介して、言葉にしにくい
しんどさを表現してきた感じであり、この結果
を受けて周囲の先生達の見方も変化していっ
た。相談室へ話に来た後、徐々に周囲へしんど
さを表現するようになり、Ｇさんと一番年の近
い女性教員に個人的にしんどさを訴えるように
なった。そして、その女性教員にもリストカッ
トを打ち明けたり、「死にたい」と言うことも
出てくる中で、母親との葛藤が周囲に理解され
るようになり、母親を含めた話し合いを持つこ
とになった。Ｇさんは今まで耐えていた母親に
しっかり関わってもらえない空虚感や、クラス
の中にいることの不安感を打ち明け、母親とと
もに市の診療機関に相談へ行くことになった。
そこでは、母親のみが継続的な相談につながっ
た。
その後、Ｇさんは別室登校となって学校に通
い、SCの来校日には相談室に話しに来ること
となった。「人が怖い」こと、母親と妹の密接
な関係、「自分が女だと思うのが嫌」と言った
ことがポツポツと話されていった。それととも
に、産休でいなくなった女性教員の代わりに養
護教諭と趣味の話をしたり、母親の話をしたり、
関係を築いていった。
別室登校となってからは、イヤフォンをつけ
ながら過ごしていたり、別室にカギをつけて欲
しがったり、扉の内側にさらにパーテーション
の扉を２重にするなどしていたが、徐々にイヤ
フォンもはずし、扉が薄くても居られるように
なっていった。
ストレスチェックを介して、しんどさを言葉
で表現し繋がれていったケースと考えられる。
コメント：思春期は心の悩みを表現し、わかっ
てもらいたいと思いながらも、言葉にしにくい
しんどさを抱えていることがおおい。教員も母
も訴えが充分言語化されていないためにくみ取
ることがむずかしく、関係がうまくつながらな
い。そんなときにこのような不十分な言語表現
を補いながら生徒のペースで聴いていくことに
よって、不思議とも思えるような変化が生徒に
も教師にも母にも生まれてくるのである。
リストカットを繰り返し、死にたいと言って
いたＧさんが、別室登校、スクールカウンセラー
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とのカウンセリングなどを体験し、人との心理
的距離をとれるようになっていったケースであ
る。問題が顕在化する前にスクリーニングされ、
適切なかかわりができたので、侵襲的なかかわ
りが予防できたケースである。
考察
１　成人版ストレスチェックリスト作成の
　　可能性
事例６の中学校ではストレスチェックを毎年
二度実施し、生徒指導の資料として活用されて
きた。担任が実施し、スクールカウンセラーが
分析し、養護教諭と各担任にフィードバックを
実施してきた。例えば、【友人関係】のカテゴリー
が高得点だった生徒がいた場合、その生徒の最
近の様子について「そういえば、一人でいるこ
とが多いかも…」と、なんとなく引っ掛かって
いたが見過ごしていた部分が担任からの発現に
よって浮き彫りになることがある。その後、担
任はその生徒を今までよりも気にして見るよう
になるなど、ストレスチェックが注意喚起を促
す役割を果たしている。
ストレスチェックを年に二度実施し活用を始
めて数年たつが、徐々に先生方から「これ、私
もやってみたいわ。きっとすごい高得点出るよ」
「ストレスチェックって大人用ってないんです
か？」といった発言が多く寄せられるように
なった。生徒のストレスチェックの結果に触れ、
生徒への注意が喚起されることを通して、先生
方も自らのストレスに対して意識を向けるよう
になった様子であった。
また、そういった自らのストレスを気にかけ
る声とともに、「Ｈ先生のストレスはかってく
ださいよ」「あの先生絶対高いって」という、
特定の教員Ａに対しての思いも同時に噴出して
きた。養護教諭からも、「Ｈ先生が気になる、
あの先生は職員室で浮いている」と相談があり、
Ｈ先生のストレスの度合いを見てみたいとのこ
とであった。Ｈ先生は、その年の春から講師と
してその中学校に赴任してきたが、先生方曰く、
職務に関して不真面目で、職員室でも他の先生
と距離を置き、いつもイライラした表情をして
いるとのことであった。また、「何を考えてい
るかわからない人」と認識されていて、先生方
は扱いに困っている様子でもあった。
この中学校は教員の人数が10数名程度の小規
模校で、教員間の距離も近く、１人１人にかか
る仕事の量と責任が必然的に増すので、教員の
ストレスが増大しているように見受けられる。
また、Ｈ先生と他の先生との意識の違いも余計
に目立つこととなり、Ｈ先生からしたら、馴染
めない職場であったかもしれない。先生方には
Ｈ先生が理解しにくく、共感できるほどのゆと
りもなく、Ｈ先生の仕事を補うために自分の仕
事の量と責任が負担になっている現状が自らの
ストレスや同僚のストレスに注意を向かせるよ
うな環境であったといえる。
話を聞いていくと、管理職もＨ先生に関して
頭を悩ませていたようであり、後日、なんとか
大人のストレスをはかる尺度はないものか、な
ければ作成できないものかと、管理職より依頼
されることとなった。確かに、対人関係の中で
生きている学校においては、生徒のストレスと
教員、保護者のストレスは連動している。双方
向からの突き合わせによってはじめて様子や真
の姿が見えてくるはずであることにあらためて
気づかされた。
教員のメンタルヘルスのためにも成人版が
開発されることは緊急課題であるとの認識を
し、現在、大人用へのストレスチェックの改訂
に取り組んでいる。もちろん成人用のストレス
チェックリストはすでにいくつかかいはつされ
ているので、それを統合しながら、予備調査を
終えたところである。
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２　スクリーニングテストとしての有効性
スクールカウンセリングの主たる仕事は①学
校における子どもをめぐる問題に直接対応する
こと②あらゆる関係部署、関係者との連携、コー
ディネートである。①に適切な対応ができるた
めには適切な「アセスメント」と「見立て」が
できていなければならない。このことによって
スクールカウンセリングの質と方向性が決定さ
れるといっても過言ではない。しかし、そのた
めにどれだけの情報を収集にはかなりの熟練を
要する。学校の独自性、個別事情、教員組織な
どを十分に把握しようとする「学校アセスメン
ト」および「個々の生徒のアセスメント」「教
員のアセスメント」が必要であるが、何をどの
程度知りえるかは現実的にはじつに難しい。ス
クールカウンセラーは、全体像を把握しないま
まに、その場その場で、ピンポイント的に対応
しなければならない状況に置かれることが多
い。非常に少ない情報で、全体を把握している
がごときの対応をすることの危険性がスクール
カウンセラーのストレスを大きくする。
ストレスチェックはその意味で、生徒に関す
る情報を得ることができ、教員とのコーディ
ネートを進める際にも活用できるメリットが大
きいといえる。
３　「ストレスチェック」の実施と「見立て」
問題行動やめだった問題性を教員や親など周
囲の大人が感じていない生徒のなかに、ストレ
スチェックによってはじめてスクリーニングさ
れるというケースがある。どうしても周囲の大
人は集団行動ができていたり、目立たずとけこ
んでいれば問題を感じ取ることはほとんどでき
ない。しかし、このようなチェックリストの結
果をめぐって、スクールカウンセラーとコンサ
ルテーションの場をもつことによって「えっ！
この子がそんなストレスを抱えているなんて、
考えられない」と初めてその生徒に注目すると
いうことはまれではない。「そういえば前から
なんかわかりにくい生徒だった」「何かあるの
ではないかと思っていたが、そのままになって
いた」などの感想を漏らされる先生がたがおら
れ、そのことが生徒と今後どのように関わって
いくかという「見立て」ができることにつながっ
ていき、スクールカウンセラーとの連携、先生
どうしの連携が進んでいく動機づけになる。
しかしこのプロセスは、スクールカウンセ
ラーの個性と実力、先生の個性とコミュニケー
ション能力によってさまざまな様相を呈するの
で、一概にはいえないが、うまくマッチングで
きれば、大きな効果が期待できる。
４　今後の課題
本研究の目的は、ストレスチェックリストの
検討と結果の活用の有効性について検討するこ
とであった。その結果、経験知に基づくスクリー
ニング基準の妥当性がある程度実証されたとい
える。
しかし、因子構造からすると、さらに検討の
余地があることがわかったので、質問項目を精
査したチェックリストを改定することが今後の
課題である。
また、前述したように、教員を対象とした成
人版のチェックリストを作成し、生徒のストレ
スと先生のストレスの双方向で検討していくこ
とも今後の課題として提起された。
【参考文献】
岡安隆弘・嶋田洋徳・丹羽洋子・森俊夫・矢富直美
(1992)．中学生の学校ストレッサーの評価とスト
レス反応との関係．心理学研究，63巻，5，310-
318．
森定美也子(2000)．中学生における対人ストレスと慰
める存在．心理臨床学研究，18，5
東山弘子(2002)．専門性と機動性を活かしたスクール
佛教大学教育学部学会紀要　第10号（2011年１月）
44
カウンセリングの可能性．佛教大学臨床心理学
研究紀要，第6・7号
東山弘子(2004)．思春期女子の「女性性」にまつわる
症状の心理臨床的理解とその支援－スクールカ
ウンセリングの役割－．佛教大学臨床心理学研
究紀要，第10号
岡安隆弘(2007)．中学生用ストレスインベントリーの
因子構造および因果もでるの検討．明治大学心
理社会学研究、第2号．
記
この研究は平成21年度佛教大学特別研究費の助成を
受けて実施されたものである。
